命をどう守る？福岡市手をつなぐ育成会保護者会
昨年、日本各地で起きた巨大災害の多さは、災害をわが身と感じた方も多かったと思います。
広島での豪雨災害時に子どもが父親を助けに行った時の『子どもが「早く、逃げよう。死んだら終わり」と避難を説得しているにも関わらず、父親は「死ぬわけない。お前は基本がわかっていない。」と、荷物を2階へ上げて、ようやく逃げ出したときは、自宅前の道は胸まで浸水していて、危うく逃げ遅れかけた』テレビ放送を見られた方も多かったのではないでしょうか。
その後父親は「反省しました。子どもの言うことを早く聞けばよかった」と話しています。
逃げ出した多くの方の「まさか、自分の家が流されるとは思わなかった。」という話や被害者の大半が高齢者であったことは、繰り返されています。東北の震災では、障がい者の被害数が、健常者の2倍であったことがわかっています。
亡くなられた方への悲しみはそう簡単に癒えるはずもなく、仮設住宅などで過ごされている方も大勢います。
お悔み、お見舞いの気持ちを込めるとともに、私たちは、教訓を活かしましょう。

あなたなら、どうする？
前述の方の様に「うちは、大丈夫。」と思って非難せずに危ない目にあった方が多くいました。
例えば
事例：親から「逃げられない！」と電話がかかった。
　【A】：迎えに行く。
  【B】：2階へ逃げるように言う。

1） 体験者の選択：【A】
助けに出たら、公共交通機関が麻痺して渋滞して親の家まで通常40分かかるところが3時間かかった。濁流の中、親を助け出した。その後、土石流で家はつぶれた。
　（参考）気づいた異変：（あ）水量の変化：水量が腰のあたりだったのが、雨は降り続いているのに、くるぶし
と少なくなった。　（い）においの変化：土の匂い。
　★土石流の前兆現象の可能性：山が崩れることで上流の沢が堰き止められ、一時的に下流に流れる水量が減
　　　って、やがて、一気に決壊し土石流となり襲ってくる。
２）体験者談：もう少しタイミングがずれていたら、助けに行った私たちも被害にあったかも。
３）専門家談：親の悲鳴に似た“助けてコール”を聞いてしまったら、子どもとしては助けに行く気持ちはわかるが、わざわざ危険な場所に行くのは、やめてほしい。このケースは、奇跡的なタイミング。
判断のタイミングは、避難準備情・高齢者等避難準備開始の情報があったら避難すること。（高齢者等の“等”は障がい者が含まれる。）

ご存知ですか？

1 市が発令する避難情報 
[image: 緊急情報のイメージ図です。避難準備，避難勧告，避難指示の順に危険度が高まることを表しています]

１．「避難準備・高齢者等避難開始」とは
　災害により，今後「避難勧告」や「避難指示（緊急）」を発令することが予想される場合に発令。
　避難に時間を要する方（ご高齢の方，障がいのある方，小さなお子様がいる方など）とその支援者は，避難を始めてください。

２．「避難勧告」とは
　災害による被害が予想され，人的被害が発生する可能性が高まった場合に発令。
　速やかに避難場所へ避難をしてください。
　外出することでかえって命の危険が及ぶような状況では，近くのより安全な場所への避難や，自宅（あるいは自分が今いる場所）内のより安全な場所に避難しましょう。

３．「避難指示（緊急）」とは
　災害が発生するなど状況がさらに悪化し，人的被害の危険性が非常に高まった場合に発令。
　まだ避難していない方は，緊急に避難場所へ避難をしてください。
　外出することでかえって命の危険が及ぶような状況では，近くのより安全な場所への避難や，自宅（あるいは自分が今いる場所）内のより安全な場所に避難しましょう。

注意点
　必ずしも１，２，３の順に発令されるとは限らない。また，これらの情報が発令されていなくても，身の危険を感じる場合は避難を始めてください。

参考：避難生活ハンドブック、女性の視点を活かした防災ミニブック

2 津波ハザードマップ、浸水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、防災マップ
ご自身やご家族のそれぞれのマップをご存知ですか？
[bookmark: _GoBack]防災マップ：事前の備えに役立てるためのもの。日頃からの備えや避難所、避難場所等の連絡先一覧

3 避難行動要支援者制度
避難行動要支援者制度とは、 災害時の避難の際に手助けが必要と思われる方が，日頃から 高齢の方や 障がいのある方の見守り活動をされている地域の方々に対して，あなたの情報を提供することで， 安否確認などの避難支援等に役立てるための制度です。
避難行動要支援者支援者制度を利用して、申請をしていますか？
助けてもらうためには、知ってもらう必要があります。
参考：避難行動要支援者ハンドブック、個別計画、避難行動要支援者名簿取扱要領、名簿使用状況管理簿

1 ～③についての　お問い合わせ先
部署： 市民局 防災・危機管理部 防災・危機管理課
住所： 福岡市中央区天神１丁目８の１
電話番号： 092-711-4056
ＦＡＸ番号： 092-733-5861
E-mail： bousai.CAB@city.fukuoka.lg.jp


防災について、過去の災害を教訓に、命を守るための情報を持ちましょう！
緊急事態の優先順位、避難準備を家族で決めておきましょう。
個人情報の保護がありますので、助けてもらうには、情報を自分から提供する必要があります。
災害時には、いろいろなところで機能が果たせなくなる可能性が高いです。いろいろいなところとつながっておきましょう。
次回は、福祉避難所などについてお知らせいたします。
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